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資料３

「第２期 徳島はぐくみプラン（後期計画）」（案）

～ 素案の見直し ～

素案からの修正点

第２章 本県の現状と課題

１ １少子化の現状（１）本県の将来人口の見通し ＜p13＞

図１ 徳島県における人口推移と推計人口

➣県の「『新たな人口ビジョン』の方向性（案）」の推計年に統一。

旧：将来の推計年 ２０４５年 ５３５，３７０人

・０歳から１４歳 ９．８％

・１５歳から６４歳 ４８．８％

・６５歳以上 ４１．５％

新：将来の推計年 ２０６０年 ４２６，３７９人

・０歳から１４歳 ９．３％

・１５歳から６４歳 ４８．０％

・６５歳以上 ４２．７％

２ ３子育てを取り巻く環境の変化（４）労働形態の変化 ＜p25＞

図１７ 非正規雇用者の割合の推移（全国）

➣最新の数値に置き換え。

旧：２０１７年 ３７．３％

新：２０１８年 ３７．８％
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第３章 具体的な取組み

３ Ⅰ－３ （２）子育て家庭の心理的負担の軽減 ＜p42＞

➣「幼児教育・保育の無償化」の対象者はクーポンの対象者とならないこ

とを明確化。「子ども・子育て支援事業支援計画」の記述と統一。

旧：○在宅で育児をする家庭への支援

保育所等を利用せず、在宅で育児をしている家庭の負担を軽減する

ため、様々な子育て支援サービスを利用できるクーポンを交付する

とともに、各種サービスの充実や情報発信に努めます。

新：○在宅の子育て家庭への支援

国の「幼児教育・保育の無償化＊」の対象とならない在宅の子育て家

庭の負担を軽減するため、県及び市町村が連携した支援を実施します。

様々な子育て支援サービスを利用できるクーポンを交付するととも

に、各種サービスの充実や情報発信に努めます。

４ Ⅰ－３ （５）保育士等の人材確保及び資質向上 ＜p43＞

➣現在の研修の実態に合わせて変更。

旧：○保育士等の資質向上

□ 多様な保育ニーズに対応した保育の実施に向けた保育所リーダー

等に対する研修の充実を図ります。

□ 求められる能力等に応じた研修体系の充実を図るとともに、障が

いやアレルギーを持つ子どもへの対応など、高度な専門性を習得す

るための研修についても、適宜見直しを図りながら実施し、質の高

い教育・保育等の提供を担う人材の育成や職員配置の充実に努めま

す。

新：○保育士等の資質向上

□ 保育現場において、障がいやアレルギーを持つ子どもへの対応な

ど、高度で専門的な対応が求められる分野の研修を行い、リーダー

的な職員の育成を図ります。

□ 高度専門的職業としての職責、経験及び適性に応じて身に付ける

べき資質・能力を明確化し、保育者のキャリアステージやニーズに

応じた研修を実施することにより教員の資質向上を図ります。
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５ Ⅱ－１ （３）「チーム育児」の普及推進 ＜p48＞

➣パブリックコメントを踏まえ修正

新：○「チーム育児」の普及推進

□ ひとりで育児を抱え込まず、夫婦の協働（または保護者）を中心

に、子育て支援サービスやツール、周囲の人を頼りながら、楽しみ

を感じつつ行う育児（＝「チーム育児」）を、子育て家庭のロールモ

デルとして普及啓発していきます。

また、柔軟な働き方や休暇制度などにより従業員の子育てを支援

し、「チーム育児」に賛同・応援する企業等の普及に努めます。

６ Ⅱ－２ （４）男性の育児・家事への主体的な参画 ＜p50＞

➣第２回少子化対応県民会議を踏まえ修正

旧：○男性の育児・家事への参画促進とイクボス＊の養成

□ 男性の仕事と育児の両立を支援するため、模範となる企業を表彰

するほか、男性の育児・家事への参画意欲を高めるセミナーやワー

クショップを実施します。また、仕事と家庭の両立支援を積極的に

進めるため、経営者や管理職に対する研修会の開催や企業等へのア

ドバイザー派遣などにより、子育てしやすい職場づくりを推進しま

す。

新：□ 男性の仕事と育児の両立を支援するため、模範となる企業を表彰

するほか、男性の育児・家事への参画意欲を高めるセミナーやワー

クショップを実施します。子どもの成長・発達や、それに応じた子

どもへの接し方など、父親が子どもの現状を理解しながら具体的に

行動しやすくなるよう工夫します。また、男性が育児参加しやすい

職場づくりは、社員の仕事力、人間力の向上にもつながることから、

仕事と家庭の両立支援を積極的に進め るため、経営者や管理職に対

する研修会の開催や企業等へのアドバイザー派遣などにより、子育

てしやすい職場づくりを推進します。
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７ Ⅱ－４ （１）子どもの安全確保対策の推進 ＜p54＞

➣パブリックコメントを踏まえ記載。

新：○事故等から子どもを守る対策の推進

□ 園外活動時の見守りなど、保育に係る周辺業務を行う者の配置に

支援を行い、保育所外等での活動において、子どもが集団で移動す

る際の安全確保を図ります。

８ Ⅱ－４ （５）安全・安心なまちづくりの推進 ＜p57＞

➣妊婦にやさしい取組みとして新たに記載。

新：○「道の駅」における子育て応援

□ 道の駅における子育て応援として、妊婦向け屋根付き優先駐車ス

ペースの整備を行い妊産婦が安心して楽しく訪問できるよう、道の

駅のサービス機能の強化を図ります。

９ Ⅲ－１ （１）次世代人材・次代の親の育成 ＜p59＞

➣第２回少子化対応県民会議を踏まえ修正

旧：○学校教育等を通じた次代の親の育成

□ 幼稚園や保育所等の乳幼児と直接触れあうことで、親の役割と子

育ての意義を理解させる教育を実践します。

新：□ 幼稚園や保育所等の乳幼児と直接触れあうことで、親の役割と子

育ての意義を理解させる教育を実践します。また、家庭における親

子の愛着形成の重要性や子どもの発達への影響などについて学ぶ機

会を提供します。
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１０ Ⅲ－１ （１）次世代人材・次代の親の育成 ＜p60＞

➣出前講座には、県職員及び環境アドバイザーが出向き、講師を務めてい

るため、実態に合わせて修正。

新：○次世代人材の育成

□ 地球温暖化やごみの減量化、生物多様性などの環境問題をテーマ

に、県内小中学校等において、職員や環境アドバイザー等が出前講

座として環境学習を実施することにより、若年層の環境意識の高揚

と醸成を図ります。

１１ Ⅲ－１ （１）次世代人材・次代の親の育成 ＜p60＞

➣「とくしま農林水産未来人材スクール」はR1.10設置済みのため「設置し」

を削除。「農・林・水の一体化した人材育成」を明文化。

旧：○次世代人材の育成

□ 「とくしま農林水産未来人材スクール」を設置し、各アカデミー

等における次代を担う農林水産業の育成・確保対策や効果的な広報

と情報発信に総合的に取り組みます。

新：□ 「とくしま農林水産未来人材スクール」において、農林水産業の

魅力や各アカデミーの取組みを情報発信するとともに、農・林・水

が一体となって、次代を担う人材の育成・確保に努めます。

１２ Ⅲ－１ （１）次世代人材・次代の親の育成 ＜p60＞

➣農業人材の育成・確保は「農業大学校」と「アグリビジネススクール」

が一体となって取り組んでいることから、文章をまとめた。

旧：○次世代人材の育成

□ 「アグリビジネススクール」において、農業者の経営スキルを高

め、「経営感覚に優れた農業人材」の育成を推進します。

□ 「農業大学校」における実践教育を通じて、地域農業の中核とな

る人材を育成します。

新：□ 「農業大学校」、「アグリビジネススクール」において、技術力向

上や経営安定に資する研修を実施し、新規就農者の育成・確保に努

めます。
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１３ Ⅲ－１ （２）個性や能力を伸ばす教育の充実 ＜p61＞

➣適切な用語に修正。実施中の取組みを反映。

新：○豊かな心の育成

□ 国際理解促進のために学校等へ講師を派遣するほか、日本語を母

国語としない児童生徒のために学校への日本語講師の派遣や夏休み

期間中における日本語指導を行います。

１４ Ⅲ－１ （４）地域人材・資源を活かした子どもの健全育成 ＜p63＞

➣「徳島木のおもちゃ美術館（仮称）」について追加。

新：○自然体験や人と人との交流の場の提供

□ 身近なくらしの中に木を取り入れ、木の良さを感じてもらえるよ

う、「木とふれあい、木にまなび、木でつながる」木育を推進します。

更に推進するため、全世代の方が徳島の木をまるごと体感できる新

たな木育の拠点「徳島木のおもちゃ美術館（仮称）」を整備します。

１５ Ⅲ－２ （４）第一次産業等のイメージアップ ＜p67＞

➣第一次産業の情報発信は、農業だけでなく農林水産業全般について、「と

くしま農林水産未来人材スクール」が取り組んでいることから修正。

旧：□ 「もうかる農業」に取り組む若手就農者や女性農業者などの活動

について、動画等を活用した魅力を効果的に発信し、県内での就農

を推進します。

新：□ 本県の農林水産業の魅力や、「とくしま農林水産未来人材スクール」

における各アカデミーの充実した研修内容を、動画を用いて発信す

ることにより、就業への関心を高めます。
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１６ Ⅲ－２ （５）就労者のスキルアップ、リカレント教育 ＜p67＞

➣次年度以降、研修以外にもより具体的な実践指導などを行うことから、

その内容を記載。

旧：□ 栽培技術に不安をもつ新規就農者に対し、地域で優れた農業経営

を行う指導農業士等が実践的な技術研修を行うなど、リカレント教

育によりスキルの向上を図り、定着を推進します。

新：□ 栽培技術に不安をもつ新規就農者に対し、基礎的な研修や、指導

農業士によるマンツーマンで実践的な指導など、リカレント教育の

充実を図り、就農者の栽培技術の向上や経営安定に努めます。

１７ Ⅲ－３ （１）貧困の状況にある子ども・若者への支援 ＜p70＞

➣保育所等も給食を行っていることから追加。

新：○子どもの食事・栄養状態の確保

□ 子どもの食習慣の確立や学校・保育所・認定こども園等の給食に

よる地産地消の推進等、子どもを中心として学校・保育所・認定こ

ども園・家庭・地域の連携した取組みを推進します。
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第４章 計画の目標

重 点 目 標 現 状 目 標

平成３０年度 令和６年度

１ 結婚支援応援企業・団体数（累計） ２９８団体 ４００団体

４６０団体

７ とくしま在宅育児応援クーポンの利用率 － ６５％

７５％

25 既存の「道の駅」における子育て応援 － １０箇所

箇所数（累計） ※～ R４年度

29 農林水産業リカレント教育修了者数 １５２人 １，６９０人

（累計） ３０４人

35 新規就農者数（累計） ７２９人 ２，０３０人

農林水産業新規就業者数（累計） １，０４７人 ２，６４０人

➣県の総合戦略の目標値に統一

➣県の総合戦略の目標値に統一

➣新規記載の施策につき、新たに設定

➣最新データに修正

➣県の行動計画に統一し、「就農者数」から「農林水産業就業者数」へ範囲拡大


